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令和２年度 事業方針 

          西多摩建設業協同組合 

理事長 榎 森 厚 志 
 

新元号令和の幕開けから早２年、東京２０２０オリンピ

ック・パラリンピック開催の年となり、本来であればオリ

ンピック・パラリンピック開催に国を挙げて盛りあがり、

大きな経済効果に期待も高まるはずでした。 

ところが、年明けの２月を迎えるころには『新型コロナ

ウイルス・COVID-19』が急速に広まり、３月には『世界的

大流行・パンデミック』を引き起こし、現時点では日本国

も国難と言える重大な局面に至り、首都東京の感染状況は

更に深刻、いつ医療崩壊してもおかしくない厳しい状況だ

と連日の報道に不安な日々が続き、自粛要請によるストレ

スも経済に対する影響も終わりの見えない不安と、前例の

ない『都市封鎖・ロックダウン』などの言葉に疑心暗鬼に

なる人も多いのではないでしょうか。 

しかしながら、生きていなければ経済の立て直しも出来

ません。今は只々終息するまで我慢するしかないのだと自

問自答しつつ、在宅勤務・テレワーク等、組合員皆様も打

開策を模索しているものと思慮しております。宿泊業や飲

食業等は倒産の危機との報道もありますが、私どもの建設

業界としては新型コロナウイルスの収束後に影響するで

あろう公共工事費削減等、受注機会の減少が最大の懸念事

項なのだと危惧しております。各組合員で不測の事態に備

えることも重要ですが、今後は組合や業界団体の必要性が

加速的に増していくのは必然であり、より公共性・公益

性・社会的地位確立のためにも一般社団法人化が急務であ

り、必要不可欠な生残りをかけた選択肢だと考えており 

ます。 

地域に密着した地場建設業者で構成された『西多摩建設 

業協同組合』は令和と言う時代に順応すべく『一般社団法 

人西多摩建設業協会』へステップアップすることで、三多 

摩地域の安心安全な街づくりに貢献し、三多摩の未来を担 

い、地域から必要とれる業界団体を目指し、東京都との災 

害協定を見直し、都民に寄り添える協定を再構築して参る 

所存でございます。  

今後とも各委員会の活動を主体に組合員相互扶助の精 

神に基づき努力邁進して参ります。 組合員皆様のご理解

とご協力の程よろしくお願い申し上 げます。  

   

◇本年度重点目標◇  

 1. 災害対策組織の強化および近隣組織との連携 

  2. 組合員の技術力向上、スキルアップ講習会等の

実施 

  3. 労働災害撲滅の為、工事現場パトロール等の実施 

   4. 組合活動の強化および社会的信頼を得る組織体

制の拡充 

   5. 暴力団等排除協議会の活動 

   6. 新規組合員および賛助会員の確保 

   7. 社会貢献および組合活動に伴う広報の拡充 

   8. 社団法人へ組織変更の早急な対応 

◇本年度重点目標◇  1. 災害対策組織の強化および近

隣組織との連携  2. 組合員の技術力向上、スキルアップ

講習会等の実施  3. 労働災害撲滅の為、工事現場パトロ

ール等の実施  4. 組合活動の強化および社会的信頼を得

る組織体制 の拡充  5. 暴力団等排除協議会の活動  6. 

新規組合員および賛助会員の確保  7. 社会貢の 

 

ご当地ゆるキャラ（イメージキャラクター）紹介 第６回 

青梅市のイメージキャラクターは 

「ゆめうめちゃん」だよ！ 
 

プロフィール 

誕生日 3月 12日   出身地 青梅市  

おしごと 青梅の魅力をみんなにお届けすること  

性格 いつも明るくておっとりしている  

特技 魔法のステッキを振ると梅の良い香りがしてみんなを元気 

にする  

夢  青梅市をきれいな梅いっぱいのまちにすること  

好きなこと お花見、青梅のまち歩き、食べ歩き  

好きなもの 青梅の特産品  

得意なこと 青梅の魅力をたくさん知っていること、 

着物を着ること  

好きな言葉 「ゆめ、うめ、おうめ！」  

 

市の花であるウメの花がついたバトンを持ち、着物には多摩川、 

ウグイス、花火など市の名物が描かれています。 

 

 

タレントの篠原ともえさんがデザインをしています。 

梅の里の復活に取り組んでいる青梅市は、市の公式キャ

ラクターを「ゆめうめちゃん」に 

しました。デザインした市の親善 

大使で、タレントの篠原ともえさ 

んは「青梅市の皆さんと一緒に青 

梅を梅でいっぱいにする夢をゆめ 

うめちゃんと一緒に叶（かな）え 

てゆきましょう☆」とコメントし 

ています。 

 

し
た
が
、
熱
中
症
の
災
害
事
例
を
見
る
と
熱
中
症
に
対
す 

る
知
識
が
労
使
と
も
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
重
篤

な
災
害
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
認
め
ま
す
。
主
に
屋
外

作
業
に
従
事
す
る
建
設
業
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
熱
中
症

の
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
講
じ
て
い
た
だ
き
、
第
十
三
次

労
働
災
害
防
止
計
画
の
五
年
間
に
熱
中
症
に
よ
る
死
亡

災
害
を
出
さ
な
い
と
い
う
目
標
を
青
梅
署
管
内
で
達
成

で
き
ま
す
よ
う
御
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

私
事
で
す
が
本
職
は
、
青
梅
署
の
勤
務
が
三
回
目
に
な

り
ま
す
。
以
前
勤
務
し
て
い
た
時
に
は
大
企
業
の
工
場
が

あ
っ
た
複
数
の
場
所
が
新
た
な
施
設
を
建
築
し
て
お
り
、

管
内
状
況
の
変
化
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

前
記
の
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
第
十
三
次
労
働
災
害
防
止
計

画
に
基
づ
き
、
建
設
業
に
お
け
る
死
亡
災
害
の
撲
滅
、
休

業
四
日
以
上
の
災
害
を
平
成
二
十
九
年
と
比
較
し
て

八
％
の
削
減
を
皆
様
方
と
一
緒
に
取
組
ん
で
行
く
所
存

で
す
。 

会
員
企
業
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
当
署
の
取
組 

み
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存 

じ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の

益
々
の
御
発
展
と
会
員
企
業
の
皆
様
方
の
御
健
勝
を
祈

念
申
し
上
げ
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き 

 

ま
す
。 

 

着 

任 
の 

ご 

挨 

拶 
 
 

 

青
梅
労
働
基
準
監
督
署
長 

柴
田 

昌
志 

四
月
一
日
付
け
で
、
青
梅
労
働
基
準
監
督
署

長
に
着
任
致
し
ま
し
た
柴
田
と
申
し
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
並
び
に
会
員
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
労
働
基

準
行
政
の
推
進
と
り
わ
け
労
働
災
害
防
止
に
つ

き
ま
し
て
、
御
理
解
、
御
協
力
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

全
世
界
に
蔓
延
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
、
日
本
国
内
で
も
多
く
の
国
民
が
感
染

し
て
お
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
の
東

京
都
内
で
の
日
々
の
新
規
感
染
者
数
は
、
一
〇

〇
人
未
満
を
継
続
す
る
状
況
に
な
っ
た
も
の 

 

の
、
経
済
状
況
に
多
大
な
影
響
が
出
て
お
り
、

早
期
に
収
束
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と
こ
ろ
で

す
。 さ

て
、
令
和
二
年
度
の
青
梅
労
働
基
準
監
督

署
の
重
点
課
題
の
抜
粋
は
、 

 

安
全
衛
生
関
係
に
お
い
て 

一 

第
十
三
次
労
働
災
害
防
止
計
画
三
年
目
と

し
て
の
効
果
的
な
取
組 

二 

改
正
安
全
衛
生
法
の
周
知
及
び
遵
守 

三 

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
健
康
確
保
対
策 

一
般
労
働
条
件
関
係
に
お
い
て 

働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
労

働
基
準
法
等
に
基
づ
き
、 

一 
長
時
間
労
働
の
是
正
及
び
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
の
防
止
の
徹
底 

二 

中
小
事
業
場
を
中
心
と
す
る
改
正
労
基
法 

等
の
周
知
及
び
支
援 

三 

法
定
労
働
条
件
の
履
行
確
保 

を
効
率
的
、
効
果
的
な
手
法
を
も
っ
て
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
猛
暑
と
な
る
日
の
頻
度
が
多
く
な
り
ま 
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 ４ 月 事 業 報 告  

７日 広報委員会 ３０９号編集発行 

８日 若手経営者の会 役員会 

１５日 災害対悪安全委員会  中止 

１６日 事業委員会 中止 

２０日 総務委員会 

２１日 理事会 

 

  ５ 月 事 業 計 画  

 

１２日 広報委員会 ３１０号編集発行 

１８日 総務委員会 

２０日 理事会 

２０日 第５４回通常総会 

１５時００分 

     会場 建設会館 ３階会議室 

２６日 若手経営者の会 第２７回定期総会 

     １６時 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内  『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2020年度開講講座〉 

◎１級土木施工管理技士実地コース  毎週 月・水 

講義日程 ７月中旬～１０月下旬  18：40～ 

◎給水装置工事主任技術者講座    毎週 火・木 

講義日程 ７月下旬～１０月中旬 18：40～ 

◎２級土木施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ６月下旬～１０月中旬 18：30～ 

◎宅地建物取引主任者本科コース   毎週 水 

講義日程 ３月中旬～１０月中旬 

◎２級建築施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ８月中旬～１１月上旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を

開講（１１年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を  

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協）  0428-22-6245 石川 

    日建立川校 担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

◇ あ と が き ◇ 

新型コロナウイルスも日々感染が減ってきて、国民が一丸と 

なって自粛している結果が表れている気がします。 

 今後も自粛要請で経営が苦しくなった飲食業などを応援しな

がら、ワクチンが開発されるまでお互いに注意して感染拡大を

抑えていきたいと思います。        ～広報委員会～ 

 

 

 

 

 

   退職のご報告 

去る令和２年５月２０日をもちまして西多摩建設業協同

組合事務局を退職することとなりました。 

昭和、平成、そして令和と３元号をまたぎ、３５年間目ま

ぐるしく変動した時代の中で大過なく職責を全うできまし

たことは、ひとえに皆様方のご指導ご支援のたまものと心よ

り感謝申し上げる次第です。 

広報「西建協だより」を発刊より３１０号まで２５年１０

ケ月にわたり微力ながらお手伝い出来、数々の経験や多くの

方々のお力添えを頂きましたこと、この場をお借りして厚く

お礼申し上げます。 

さて、土木建設業界の状況は若手就業者、後継者不足をは

じめ、昨今の新型コロナウイルス感染拡大状況等様々な課題

に直面しておりますが、西建協組合員一丸となり、課題を乗

り越え、西多摩地域発展の一翼を担う団体としてなお一層の

ご発展を心よりご祈念申し上げます。 

改めて長年のご厚情に深謝し、この先も末長くご厚誼を賜

りますようお願い申し上げます。 

末筆ではございますが、皆様のなお一層のご発展とご多祥

をお祈り申し上げます 

     西多摩建設業協同組合 事務局長 石川久雄 

「西建協だより３００号記念誌」 

発刊遅延のお知らせ 

「西建協だより３００号記念誌」の発刊にあたり、多くの  

方にご協賛頂きありがとうございました。改めて御礼申し上 

げます。 

 西多摩建設業協同組合の広報委員会において３００号記念誌

の発刊作業を進めているところですが、今般の新型コロナウィ

ルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言発令の影響により発刊予定

に遅れが生じております。 

 広報委員会の総力を挙げて発刊に向けての作業を進めており

ますので、今しばらくお待ち頂きますようお願い申し上げます。 

西多摩建設業協同組合広報委員会 

                委員長  古屋 英司 

 

建災防西多摩分会 

  


